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 平成25年7月8日に施行された新規制基準を受けて、当社は、平成27年11月

5日、原子力規制委員会に対して敦賀発電所（２号原子炉施設）に係る原子

炉設置変更許可申請及び保安規定変更認可申請を行った。 

 

  原子炉設置変更許可申請：原子炉施設の基本設計等に関する事項 

  ＜主な記載事項＞ 

○地震・津波の評価 

敷地内破砕帯については、新たなボーリングやピット拡張などのデータ拡充を

行い、敷地内の破砕帯が後期更新世以降活動していないこと、すなわち「将来

活動する可能性のある断層等」には該当しないことを改めて確認 

○外部事象（竜巻、外部火災等）への対策 

○重大事故への対策 

 

敦賀発電所２号機 新規制基準への適合性に係る申請の概要    

昨年11月19日開催の原子力規制委員会審査会合において、審査の進め方
として、まず、敷地内破砕帯と地震動の２点について進めていただくことを確
認した。 
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○平成24年4月 
旧保安院意見聴取会による現地調査で、「浦底断層が動いた
時に破砕帯も引きずられて動く可能性」の指摘      
  
○平成24年11月～平成25年5月 
原子力規制委員会は、有識者会合により審議。 
原子力規制委員会は、有識者評価書（D－1破砕帯を活断層と
認定）を了承 
 
○平成25年7月 
当社は原子力規制委員会に調査報告書（Ｄ－１破砕帯は活断
層ではない）を提出 
 
○平成25年12月 ～平成27年3月 
原子力規制委員会は、再度、有識者会合により審議 
原子力規制委員会は、有識者評価書を受領 
＜評価書の概要＞  
 活動性：K断層の活動時期は後期更新世以降であることが否定できない。 
 連続性：K断層は、Ｄ－１破砕帯等、原子炉建屋直下を通過する破砕帯

のいずれかと一連の構造である可能性が否定できない。 

  
 

敷地に分布する破砕帯は 

「将来活動する可能性のある断層等」 
ではないことを確認 

１．敷地内破砕帯の調査結果（１／４） 

平成27年9月まで継続的にデータ拡充 
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K断層 

D-1破砕帯（Ｇ断層） 

D-1トレンチ 

H27 B-3 

H27 B-
4 

H27 B-1 
 H27 B-2 

ボーリング追加 

原子炉建屋直下のすべての破砕帯は、Ｋ
断層とずれの向きなどの性状が異なること
を、より明確に確認 

 連続性 
・ふげん道路ピット中央付近より２号機側では、Ｋ断層は確認されない。 
 

 活動性 
・Ｋ断層を覆っている地層が、１３万年前よりも古いことを明確に確認 
・D-1破砕帯(Ｇ断層)が13万年より古い地層に変位・変形を与えてい
ないことを確認 

D-1破砕帯 

ふげん 
道路ピット 

活動性 
Ｋ断層が１３万年前よりも古い地層
に覆われていることを、より明確に確認 

D-1トレンチ 

２号機 
原子炉建屋 

１．敷地内破砕帯の調査結果（２／４） 

連続性 

ピット拡張 等 

堀込み 

原電道路 
ピット 

北西法面 

Ⅾ－1トレンチ内の地層状態 

（G断層） 

 連続性 
・ふげん道路ピット中央付近より２号機側では、Ｋ断層は確認されない。 
 

 活動性 
・Ｋ断層を覆っている地層が、１３万年前よりも古いことを明確に確認 
・D-1破砕帯(Ｇ断層)が13万年より古い地層に変位・変形を与えてい
ないことを確認 ※新規制基準における「将来活動する可能性のある断層等」： 

  後期更新世以降（約12万～13万年前以降）の活動が否定で
きない断層等をいう 
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１．敷地内破砕帯の調査結果（３／４）  －Ｋ断層の活動性に関するデータ拡充の例－  １．敷地内破砕帯の調査結果（３／４）  －Ｋ断層の活動性に関するデータ拡充の例－  

有識者評価書（平成27年3月）の記述 
③層は、粗粒・不均質な堆積物から構成。堆積
構造も明確でなく、最新活動時期の層準を確
定し、活動性を判断する基準として適当でない。 

堀込みによる追加観察等 
K断層が13万年前よりも古い地層（③層の上部）
に覆われていることを、より明確に確認。 

堀込み 

Ⅾ－1トレンチ内の地層状態 

（G断層） 

12.7万年前の
火山灰含む 

K断層 K断層 

12.7万年前の
火山灰含む 

⑦層 

⑤層 

③層 

※新規制基準における「将来活動する可能
性のある断層等」： 

  後期更新世以降（約12万～13万年前以
降）の活動が否定できない断層等をいう 
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有識者評価書（平成27年3月）の記述 
・D-1トレンチ内のK断層の1m超の変位が数10m （掘
削範囲内）で急に消滅するのは不自然 
・K断層は複数の破砕帯を変位が乗り継いでいる可能
性もある。 
・K断層は、原子炉建屋直下を通過する破砕帯のいず
れかと一連の構造である可能性が否定できない。 

追加ボーリング（4本）実施 
原子炉建屋直下のすべての破砕帯は、K断層
（逆断層）とずれの向きなどの性状が異なって
いるとのデータを更に拡充した。 

Ｋ断層 D-1破砕帯（Ｇ断層） 

１．敷地内破砕帯の調査結果（４ ／４） －D-1破砕帯、Ｋ断層の連続性に関するデータ拡充の例－ 

：ボーリング 
：追加ボーリング 

２号機 
原子炉建屋 

性状 K断層 D-1破砕帯 G断層 

変位ｾﾝｽ 逆断層 正断層 正断層 

成分 
ｽﾒｸﾀｲﾄ多量含む 
石英含まず 

ｽﾒｸﾀｲﾄ含む 
石英含む 

ｽﾒｸﾀｲﾄ含む 
石英含む 

色彩 灰赤色、灰白色 
黄色、褐色、 
茶色 等 

黄橙色、褐色 

粒子形状 角礫 円磨 円磨 

主な性状の比較 
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○基準地震動SSとして１２波策定（最大加速度８００ガル） 

  敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 
   ・敷地内外の地下構造評価等を実施し、断層上端深さを４kmとして設定 
   ・ ６断層（浦底－内池見断層（長さ２１km）等）について地震動評価を実施 
   ・基準地震動ＳＳとして１０波策定 

  震源を特定せず策定する地震動として、２波を基準地震動ＳＳとして策定 

琵琶湖 

敦賀 
発電所 

白木－丹生 
断層 

Ｃ断層 

野坂断層，Ｂ断層， 

大陸棚外縁断層 

ウツロギ峠北方 

－池河内断層 

浦底－内池見断層 

安島岬沖断層， 

和布－干飯崎沖断層， 

甲楽城断層 

あんとうみさきおき 

めら かれいざきおき 

かぶらぎ 

いけのこうち 

うらそこ うちいけみ 

のさか 

たいりくだながいえん 

しらき にゅう 

○基準津波として４波策定 
   海域活断層、地震以外（地すべり等） 、行政機関（福井県、秋田県等）の評価により、基準津波を策定 

     → 敷地前面：基準津波 T.P.＋4.38m 

敦賀発電所 

若狭海丘列付近断層 
Mw 7.63 
長さ 90km 

隠岐トラフ海底地すべり 
（エリアB） 

崩壊部 

堆積部 

断層配置図 

２．地震・津波の評価 

津波波源（例） 
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３．竜巻、外部火災等への対策  －主な対策－ 

海水ポンプまわりに防護壁等を 
設置することで安全性を確保 

竜巻防護対策 外部火災対策 

海水ポンプエリアの 
竜巻飛来物防護対策設備（イメージ） 

森林火災の延焼防止対策として 
幅18m（一部8m）の防火帯を設置
することで安全性を確保 

防火帯 

2号機 １号機 
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※３ 

※３ 

加圧器逃がし 

タンクへ 

加圧器逃がし弁 

加圧器 

海 

復水タンク 燃料取替用水タンク 

格納容器 

スプレイポンプ 

充てん／高圧 

注入ポンプ 

余熱除去ポンプ 

常設低圧代替注水ポンプ 

高圧注入ポンプ 

原子炉容器 再循環サンプ 

タービン動 

補助給水ポンプ 

電動補助 

給水ポンプ 

屋
外 

屋
内 

中間受槽  

（3基） 

原子炉補機冷却水冷却器 

制御棒 

一次冷却材ポンプ 

圧縮空気 

※３ 各補機へ 

原子炉格納容器 

タービン停止 

多様化自動作動盤 

可搬型低圧 

代替注水ポンプ 

（4台） 

可搬型代替注水 

大型ポンプ （4台） 

原子炉補機冷却 

海水ポンプ 

※１（補助給水
ポンプへ） 

※２（補助給水ポンプへ） 

※１,※２ 

海へ 

可搬型代替注水
中型ポンプ （6台） 

蒸
気 

※１,※２ 

M 

M 

M 

M 

M 

M 

M 

蓄電池 

圧縮空気 

窒素ボンベ 

主蒸気隔離弁閉 

蒸
気
発
生
器 

４．重大事故等対策(炉心損傷防止)   －主な対策－ 

通常の炉心冷却機能等
に加え、常設及び可搬
型の代替注水ポンプ等
を配備し、炉心損傷防
止対策を強化 

従来の非常用電源設備に加え、空冷式非常用
発電機、電源車等を配備し、電源設備を強化 

空冷式非常用発電機（3台） 電源車（4台） 

注；（ ）内の台数等は、 

   予備を含む。 



9 

海 

表紙 

蒸
気
発
生
器 

復水タンク 燃料取替用水タンク 

格納容器スプレイポンプ 

原子炉下部 

キャビティ 

制御棒 

格納容器 

再循環ユニット 

屋
外 

屋
内 

海へ 

原子炉 

補機 

冷却水 

設備 

原子炉補機冷却 

海水ポンプ 

可搬型代替注水大型ポンプ 

原子炉格納容器 

常設低圧代替注水ポンプ 

充てん／高圧注入ポンプ 

M 

M 

加圧器逃がし 

タンクへ 

加
圧
器 

加圧器 

逃がし弁 

蓄電池 

圧縮空気 

窒素 
ボンベ 

排気筒 

中央制御室 

アニュラス
空気浄化
ファン 

M 

余熱除去ポンプ 可搬型代替注水中型ポンプ 

使用済燃料ピット 海 

可搬型代替注水 

大型ポンプ 
海 

放水砲 

５．重大事故等対策（格納容器破損防止、放射性物質の拡散防止・抑制） －主な対策－ 

電気式水素 
燃焼装置 

静的触媒式 
水素燃焼装置 

アニュラス 
水素濃度計 

シルトフェンス 

通常の格納容器冷却機能等に加え、 

常設及び可搬型の代替注水ポンプ等を配備し、 

格納容器破損防止対策、放射性物質の 

拡散防止・抑制対策を強化 
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敦賀発電所1号機 
（運転停止） 

敦賀発電所2号機 

可搬型重大事故等対処設備の保管場所 
・常設重大事故等対処設備と異なる場所（トンネル）に保管。 
 

１号機 １号機 2号機 

1号機 

緊急時対策所 
・耐震性（耐震構造、 ２階建 ） 、 
遮へい性を有する緊急時対策所を
設置し、重大事故発生時でも適切
な措置を講じることが可能。 

敷地前面 基準津波：T.P.＋4.38m 

防潮堤 
 ・ 高さ：T.P.+7m（敷地前面） 
       T.P.+6ｍ（敷地側面） 
 ・ 鋼管杭＋鉄筋コンクリート壁 

斜面補強対策 
・ 斜面切り取り、アンカーの設置 

浦底湾 
（取水口側） 

若狭湾 
（放水口側） 

６．屋外における主な新規制基準対応工事 
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７．当社の取組み 

・平成27年11月5日、敦賀発電所２号機の新規制基準への適合性確認審査
を受けるため、原子炉設置変更許可申請書等を原子力規制委員会に提
出いたしました。 

 
・当社は、敷地内破砕帯等に関し、新規制基準適合性審査において適正に
評価していただけるよう、調査結果等に基づく科学的、技術的な説明を尽
くしてまいります。 

 
・当社としては、原子力規制委員会の審査に適切に対応するとともに、地域
の皆様方をはじめ関係者のご理解を得られるよう、引き続き、２号機の安
全性、信頼性向上のための取組みを進めてまいる所存です。 


